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品」へ。
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Summary

チップ抵抗やSMDチップヒューズは、表面実装という理由だけで交換不能になるわけではありません。
基板全交換となる理由は、回路一体化、作業アクセス、診断情報、修理後の安全性確認、メーカーの修
理対応範囲などによって異なります。 修理可用性とは、故障した箇所を診断し、合理的な費用と時間で
安全に復旧し、必要に応じて寿命部品を交換しながら設備を使い続けられる性質です。当社は2011年か
ら、既存設備を活かして新世代へ更新できる上位互換設計も重視してきました。

Key Points

Array
保全性と保守活動、ライフサイクルでの管理
製造終了や部品の陳腐化リスクのライフサイクル管理
修理・再利用・アップグレード可能性の評価方法
PPTCの抵抗上昇、漏れ電流および冷却後の復帰原理
2011年の独立電源製品と当時の15年使用見通しの報道
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